
１． まえがき 

 

 私は、31歳の時に右脳出血を患い、生死を彷徨ったのち左片麻痺というおまけつきで

生き延びた。 

 こうして私は、中途重度身体障碍者という社会的立場を手に入れたのだ。 

 

 

そんな私から、障害を負ったことで、気づかされた、諸行無常と常に自分を変化させる力

の重要性やマインドづくりを実体験を踏まえてお伝えしたいと思う。 

 今は第四次産業革命を目前に控え、とんでもない変化の量とスピードに恐れている人と

ワクワクしている人と何も気づいていない人に分かれていると思うが、そんな変革に気付

いていない人や恐れている人は、これから大変です。 

 

そんなイノベーションの他にも変化と生きていれば何度も襲ってきます。 

 

健康に生まれたらずっと健康だと思っていませんか？ 

 

今の生活がずっと続くと思っていませんか？ 

 

老化も立派な機能低下ですし、メンタルの病気も昨今多いです。 

 

健康に気を使っても事故に巻き込まれたりも考えられますよね。 

 

本当にこの世は常に変化しています。 

 

それを乗り越える力を身につけましょう。 

 

 ところで、偉そうにしている私は一体何者なのか・・・。 

 

現在 36歳の中途重度身体障碍者で、平日はＪＡの非正規職員をしながら、週末に 

自身のリハビリをしてからピアカウンセラーとして無報酬で障碍の受容に寄り添ったり、

引きこもりのカウンセリングをしています。 

 

 

また、現在養父市と明石市で二拠点生活をしていて、メインで住んでいる兵庫県養父市で 

「養父の保育と教育から日本を変えよう」というプロジェクトを立ち上げ活動したり、 



養父市情報発信協議会のメンバーとして活動したり毎日忙しくしている。 

 

 

ちなみに本来の専門はピアカウンセリングとダイバーシティマネジメントだ。 

 

 

結局、なに屋さん？って聞かれるが、とりあえず、ごく一般的な中途障碍者ですと答

えている。 

  

それでは、変化とは何なのか、どうすれば変化を楽しめるのかをお伝えしようと思い

ますので、しばしお付き合いください。 

 

 

 

２． なぜ人は変化が怖いのか 

  

   「変化を受け入れろ」とか「変化を楽しんで」とか成功者ほど言いますよね。 

    特に最近多いように感じます。 

 

しかし、そう簡単に変化を受け入れられないですよね。 

 

なぜなら、生物は変化を嫌うシステムが内蔵されているからです。 

 これを「生存本能」と言います。現代の日本人にしっくりくる言葉を選ぶと、 

「成功体験」だと私は思います。 

 

今までこれでうまく生きてこれたんだからというある種の成功体験があり、 

それを変えると、もしかしたら想定外のリスクがあり危険に晒されるのではと感じて

しまう。 

だから人間は、その範囲を超えず、じっとしています。 

学者じゃないので、私個人の考えですが、これこそ変化を恐れる本質だと私は結論付

けました。 

 

 そんな中、今の時代の寵児達がこぞって変化について語ってます。 

 

この認識について私は正しいと思います。 

 



情報革命が起こってから、情報量も生産性も爆発的に伸びました。 

 

 特に情報革命前を知っている世代からすると変わりすぎて、前時代の不便さ忘れて

ますよね。 

   

 その変化から目を背けて、受け入れなかった人から、社会での存在感を無くしてい

ったのを覚えていると思います。 

今生き残っている年配の社会人の方は、会社から嫌々ＰＣの研修を受けさせられたり

して葛藤しながらも変化を受入れ順応した世代だと思います。 

また、あの時代が来ます。 

 しかも、今度はもっと圧倒的なスピードと変化量です。 

結局、変化や進化って、環境等の要因によって必要に迫られ否応なしに変わることだ

と思います。 

 変化を嫌う生物にとって凄くストレスですよね。 

 

余談ですが、第五世代通信の 5Ｇがもうすぐ始まりますが、何か変わるんだろうか。 

  

私は専門家ではないのでわかりませんが、噂レベルの話もいれると、遅延が小さくな

ることから遠隔操作手術が可能になるとか、大容量の通信によって空間電送が可能に

なるとか言われています。 

 

これにより自動車の自動運転は爆発的に進歩すると予想されているようです。 

 

また、5Ｇに適したデバイスはスマホでなく、スマートグラスだという話です。 

 やっとスマホに慣れたのにって人多いのではないでしょうか？ 

 

すると強かったアップルから違った企業が名乗るをあげてくるのだろうかとワクワク

する。 

こういう変化を自ら飛び込み楽しめる自分でありたいなんて思います。 

 

やはり変化を楽しむためには「好奇心」も重要なのだと実感しています。 

 

また、常に時代の流れにアンテナを立てて知ることも大切です。 

 

 

 



３．私に起こった変化  

 

私が経験した変化を簡単に書きます。 

 

元々、体は丈夫ではなかったが五体満足で、スポーツ好きの男でした。 

 

しかし、ある日、自宅で娘と遊んでいると床に胡坐をかいて座っていたのに、左側に倒れ

て、起き上がれなくなり呂律も回らなくなりました。 

 

救急車を妻に呼んでもらい、緊急手術の結果、命は助かったが左片麻痺という後遺症が残

ってしまった。 

 

まさに強制的に環境が変わってしまう出来事でした。 

 

この時点では、自発的に価値観や考え方を変えなきゃとはまだ思っていない。 

 

ただただ仕事復帰や妻や子供とのこれからの生活のことを考えていました。  

詳しいリハビリ部分は割愛するが、入院中に離婚を求められ、それに応じたため、退院の

日を迎えた時は自宅マンションではなく、実家に帰ることになった。 

 

ここから現実を突きつけられる。 

 

病院ってバリアフリーだし、みんな病人だし、患者に優しくて世間とは全く違う守られた

空間なんです。 

 

そりゃそうだろうって思いますよね 

 

私はそれを本当の意味で分かっていなかったのです。 

 

リハビリ入院中は、杖なし歩行 3kmを記録し、普段の入院生活に不自由することはあり

ませんでしたし、退院したら近所の公園で散歩を日課にしようと思ってました。 

 

ところが、初めて公園に行く日、自宅から 10分の距離だが横断歩道が 2つある。 

 

人生で初めてドキドキしながら横断歩道を渡った。 

 



途中で足がもつれたらどうしよう、左折待ちの車にクラクション鳴らされて、びっくりし

て、足が動かなくなったらどうしよう、そんなことを考えながらなんとか渡ったところで、

次の信号待ちをしている 10人ほどの人たちの憐れむような視線を感じた。 

 

内心、もう無理だと思ったが、やると決めたらやるほうなので、横断歩道を渡り公園に到

着。 

 

この時点で、心は帰りの横断歩道の恐怖に捉われていた。 

 

病院のリハビリ室では 3km歩けた。その自信が心の支えだったが、 

 

公園で親子やランナー、自転車、ウォーキングするお年寄りに、どんどん抜かれ、 

 

皆の憐みの視線を受け続けた結果、500m程で足が震えて前に出なくなった。 

 

この時の絶望は今でも覚えている。 

 

3km歩けて右手が通常通り動けば仕事ができると思っていたからだ。 

そして階段もネックになった。 

 

日本って左側通行なんですよ。手すりも左についてて、でも私は右手しか動かないから、 

 

階段降りるときは右側です。前から人が登ってきて、私を見るなり、睨んだり、舌打ちし

たり、ぶつかってきたり、何？私は見ず知らずの人にまで体が不自由でって言って歩かな

きゃいけないのか？って思ったわけで、この社会のルールじゃ生きていけないんだなと実

感しました。 

 

頑張れって言ってくれる人いるけど、物理的にも精神的にも無理やんって思ってました。 

 

想像できますか？皆さんならどうしてますか？ 

 

障害者がひきこもるのには必ず理由があります。 

 

常に敵意や疎外や憐みの視線を受けると分かっている外に、出ていけますか？ 

 

障害者は甘えてる。ってよく聞きますが、本当ですか？ 



 

そんな中で私は、必死に考えてある結論に到達します。 

 

治らないなら、健常者の時のルールや常識は捨てようとを選択しました。 

 

これが私の変化のきっかけです。駄目な自分を許すことから始めました。 

 

周りから見れば諦めにも映ると思いますが、本人からしたら受容です。 

 

許して受け入れる。 

 

障害者になって明確に自分の意志で、自分の至らない部分を許して、楽しいことを全力で

して、残りの人生を生きようと選択したのです。 

 

そうと決まれば心は自由です。 

 

 私の変化は強制的なイベントですからストレス凄かったです。 

こんな思いは二度としたくないと思ったのを鮮明に覚えてます。 

 それならどうするのか・・・。 

 

変化を楽しむ以外ないんです。 

強制イベント発生前からたくさん変化を経験して耐性を付けて、面白がれるマインド作り

です。 

 例え強制イベントでも悩んだ末自らの意志で変化しようとすることが楽しむコツです。 

 

少し、具体的な話をすると、効果的な行動を 3つ紹介します。 

 

 

1.住む場所を変える 

2.仕事を変える 

3.新しい価値観を学べる場に意識的に行く 

 

 つまり能動的で自発的な選択肢が必要で、それを自ら選ぶということです。 

 

 

 



４．それでも行動できない人 

 

 そんなこと言っても、仕事変えるのなんてリスクしかないから無理だよ。 

大多数の皆さんはそう思ったと思います。 

 

それが成功体験の足枷です。 

 

転職ができるのか？収入は？家族はなんていう？ 

不安はいっぱいありますね。 

 

人生なんとかなりますよ。 

 

こんな体が不自由な人間が言ってるんですから。 

 

変化を楽しむのにメンタルブロックがかかる不安要素は、「お金」本当に重い足枷です。 

 

貯金をしましょうってことではないです。 

 

複数の収入源を確保し、リスク分散に努めましょう。 

金融業界でいうポートフォリオマネジメントです。 

 

私を例に挙げると、メインのライスワークはＪＡです。 

サブのライフワークは養父市の活性化と、カウンセラーです。 

 

お金はいただいてませんが、何かあったらカウンセリングは即現金化可能です。 

 

また、障碍者になってから、転職 3回、転居 2回、離婚・再婚 1回づつです。 

 

でも、うち副業禁止なんです。って人いますね。 

私のとこも副業禁止ですよ。 

だから念のためお金もらってません。 

 

渋々転職したことはないし、嫌々転居したこともないです。 

離婚は嫌々ではないけど娘と離れるのは辛かったです。 

 

でも毎回ワクワクしながら変化を楽しんでます。 



これからの不確実な世界を生きる子供たちに、ワクワク楽しんで変化してる大人の姿をみ

せましょう。 

 

 

もう一つおすすめが、デュアラーになるってこと 

 

転居よりも難易度低いですよ。 

 

デュアラーとは、デュアルライフ（二拠点生活）してる人のこと 

 

二拠点生活のいいところは、住む場所が 2カ所あるということです。 

暮らしの拠点が 2カ所あれば、人と繋がれる場所や活動する拠点が増える。私は明石の若

者を大切にするカルチャーを肌で感じて、養父らしい自然をのんびりと堪能し、異なるカ

ルチャーを吸収していけるのでスキルとコミュ力高く、フットワーク軽く動ける人なら、

仕事の幅も広がることが大きなメリットです。 

  

2つの異なるカルチャーを行き来していると、自分の中で化学反応が起こり、面白い企画や

新しいアイデアの発想にも繋がっていきます。人との繋がりや視点が広がるだけでなく、

いざというときに逃げ込める場所も増やしてくれます。 

人間は、どうしても仕事やプライベートの人間関係等できつくなるときはあります。  

そんなときの為に気分転換できる、心の健康を保つ場所は大切です。 

  

デメリットを考えると、やはり「時間とお金」だと思います。特に気になるのが、この 2

点だと思います。家が 2カ所あれば家賃も光熱費も当然ながら 2倍かかり、一拠点なら不

要な移動交通費が必要になります。また、田舎なら車は所有してるほうがいいです。 

「お金＝仕事・給料」に直結するわけですが、一拠点でしか仕事ができない人は、当然仕

事が優先になりますし、週末だけのデュアラーとなります。 

ちなみに私はこれにあたります。 

 

平日週 40時間の勤務が義務付けられているためです。 

私は、どこでも稼ぐ術は持っていますが、現代社会において最も愚かな規則である「副業

禁止」に足を引っ張られているのが現状です。 

  

時間の括りでいえば、移動時間をどう過ごせるかが鍵になってきます。この移動時間の使

い途次第で、作業効率が大幅に変化するからです。 

私の場合、車の移動中は、動画サイト等で興味のある方の対談や、有識者の情報を音声で



聞きインプットの時間に充てています。 

 

皆さんも旅ではなく、週末だけ自然豊かな田舎で自分の帰る場所を作り、心の健康を保つ

ために、自分の為にお金や時間を使ってはどうでしょうか。 

 

旅は旅で素敵なことだと思いますけど、安心できる居場所ではないように思います。 

 

例えば、毎回泊まる安宿を中心としてコミュニティ作りをしたり、仲間と共同で空き家を

購入して、固定費を折半したりと、費用を抑える方法はいくらでも考え付きます。 

自分に合った方法で、忙しい日常を一時でも忘れられる場所を作ってみませんか？ 

 

少しづつ自分の中で何かが変わっていく感覚を感じられるかもしれません。 

 

できれば、兵庫県養父市に来てもらいたいです。 

 

 

５．じゃあ変化って？ 

 

時代の価値観に合わせること 

 

これは少し受動的ですよね 

 

 

時代を作ること 

 

自分のしたいことすること 

 

だいぶん能動的になりました 

 

でも本質ではない気がします。 

 

変えるものは環境や価値観でいいのだろうかという疑問が残ります。 

 

正解は個人個人違うと思いますし、自分で選択すればいいと思います。 

 

ちなみに私は、自ら環境と価値観を変えるというのが私にとっての変化の本質です。 



それでは最初に戻り、変化とは？・・・意志の伴う選択 

 

意志の伴わない選択は？ 

 

私は適応とよんでます。適応するって楽しそうじゃないですよね。 

 

なんか仕方なく感出てません？ 

 

自らの意志で、自らの人生をマネジメントしているという感覚を持とう 

 

よく聞く言葉「マネジメント」 

 

これを管理と訳す人がいるが、なんかニュアンス違わない？ 

 

って思ってます。 

 

「ライフマネジメント」って言葉があるのかわからないが、私は常にこれを意識している。 

 

やりたいことに対して、自分の持ってるリソースを正しく把握し、やりくりする感覚楽し

いですよ。 

 

自分の人生をマネジメントする上で、重要なポイントだと思います。 

 

組織人ならわかると思いますが、管理部門が強くなると挑戦できない組織になります。 

 

私はチャレンジ大好きなので、自分の人生を管理するつもりは全くなく、チャレンジに向

かって、お金・時間・交友関係をどう使い達成するかというやりくりに全力を使い、行動

することを意識しています。 

 

書いてて思ったのですが、変化の最たるものってチャレンジですよね。 

 

チャレンジこそ、意志の伴う選択だし、メリットしかない。 

 

チャレンジすると結果は、成功するか、失敗する。 

 

失敗って俗になんて言います？ 



失敗は、成功の母ですよね。 

 

じゃあ成功の母って何？ 

 

私はこう思っています。 

 

成功の母＝成長 

 

ということは、チャレンジすると結果は、成功 or成長でしょ。 

 

ほら、メリットしかない。 

 

変化の最たるものがチャレンジとするなら、変化＝成功 or成長 

 

どうですか？変化楽しめそうですか？ 

 

もちろん、困難の割に成長や成果が少ないってこともあるでしょう。 

 

しかし、少しでも今の自分から変わったんならいいじゃないですか。 

 

変化したという事実が重要であって、困難に対しての変化量を気にする必要はありません。

損得勘定はやめていきましょう。 

 

拘るべきは過去の自分から少しでも変われたかどうかです。 

 

じゃあ悪い方に変わったら？ 

 

その心配は誰でもありますね。時代の流れに逆行したらどうするんですか？ 

 

そうならないように学び続けましょうとしか言えないですし、 

 

この前この話をしたら、あるお母さんが、子供が変われなかったらどうするんですか？ 

 

って質問された。 

 

私は「必ず変われるって信じてください。」 



答えになってないのはわかっていますが、信じるしかありません。 

 

親が変化を本気で楽しみ、その姿を子供に見せることができていれば、変化を遊びのよう

に楽しむ子供になると思いますよ。 

 

 

６．それでも絶対無理って人 

 

無理強いは致しません。 

 

前半で書いた通り強制的な変化はストレスです。 

    

 しかし、そこまで急激な変化は無理だけど変わりたいって意識を持った人の為に書きま

す。変わりたいって意識が持てたのにアクションが大きすぎて行動できないってモヤモヤ

しますよね。 

 

そんな貴方に、2つの実践をプレゼント 

 

1. 苦手だった食べ物を今晩美味しそうに食べてみる。 

2. 毎朝特に無意識でしていた挨拶を意識して元気よくしてみる。 

 

これも立派な変化です。 

 しかも、自分の人生にプラスに働くことですので、是非小さな変化をコツコツ積み重ね

てみてください。 

 

「志は高遠を期し、功は切近を貴ぶ。志、高遠ならざれば、則ち自足し易く、功、切近な

らざれば、則ち學は實効なし。」 

 

意味は、「志は、高く大きく持ち、それを実現するためにやる実践は身近な事からが良い。

志が高くないとすぐに満足してしまいやすく、また、実践が身近な事でないと自分を高め

ていく学問をしているといってもなんの役にもたたない。」 

 

今住んでいる養父市にいた但馬聖人こと儒学者の池田草庵の言葉です。 

 

大きいことをしなければというのは思い込みです。 

 



志は大きく高く持った上で、コツコツ行きましょう。 

 

では、なぜ変化の例として一般的にビックイベントと言えるものを提示したのか。 

 

私がビックイベントだと思ってないからです。 

 

転職、転居は人生のビックイベントだって誰が決めたの？ 

 

それって常識ですか？ 

 

私は、普通と言われるレールから無理やり外された人間だから気にしない。 

 

皆さんもそうしましょう。 

 

常識なんてものに捉われず、生活すると楽しいですよ。 

 

したいことだけすればいいんじゃないでしょうか？ 

 

抵抗ありますか？ 

 

 

 

 

 

 

７．常識に捉われない 

 

常識ってありますよね。 

 

常識って普遍的なものだと思ってませんか？ 

 

 

常識って時代によって変わるものなのに、平等とか権利とか義務とかは普遍的なものだ

と思ってませんか？実際、日本は明治期にベースができ、今の常識や価値観は戦後ですよ

ね。 

新卒で入った会社で定年までって、常識なんですか？ 



今の若者で誰がそんなこと信じてます？ 

 

価値観の大転換はすでに起こってます。 

 

 

 

例えば、常識と似たものに社会規範というルールもあります。 

 

社会規範って大多数の普通と呼ばれる人たちが、生活しやすく働きやすいために作られた

ものだと思っていますが、私も健常者のころは何も疑わず従ってました。 

理由は簡単です。従わないと怒られるし、仲間外れにされるからです。 

 

今はその心配がありません。 

 

既に仲間外れだからです。 

 

これは自己憐憫ではなく、町を歩くと感じるのです。 

 

無数にある街中のバリアーや人々の憐みの視線。 

 

残念ながら今の日本の社会は仲間から外れた時点で、生きていくのは困難です。 

 

しかし、そんな中で、今までの常識に捉われず、斬新なアイデアや行動力で時代を切り開

いている経営者のようにメディアで特集されている人たちがいます。 

 

箕輪さんの「死ぬこと以外かすり傷」とかタイトルだけで買っちゃいそうですよね。 

 

健常者で、普通と言われている皆さん 

 

今のうちに変わってみましょう。 

 

気づいていない方が多いですが、いつこちら側にくるか人間分からないですよ。 

 

もしかしたら一分後かもしれないし、明日朝起きたら動かなくなってるかもしれません。 

 

そうなれば、貴方もダイバーシティグループの仲間入りです。 



皆さんが思っているより遥かに人生とはギリギリの綱渡りです。 

 

それ以外にも、いつ会社が無くなるかなんて誰にも分かりません。 

 

まさかいつまでも自社があるなんて思ってないですよね？ 

 

現在の常識に捉われず、仲間から自らの意志で外れてみましょう。 

 

凄く楽で自由です。 

常識に捉われず、変化を楽しめたら、これから怒涛のように変化が押し寄せる人生が、

楽しいことだらけになりますね。 

 

 

 

８．変化を楽しむコツ 

 

わたしなりのコツですが、以下の 3つになります。 

 

一つ目は、どうでもいいことは気にしない。 

  

例えば、何かチャレンジをしようとしたとき、周りから、そんなことどうせ無理だからや

めとけと言われたり、変な宗教に嵌ったなどの噂話が流れたりする。 

 

これは本当に多い。 

 

皆さんも経験があるのではないだろうか。 

 

この根拠のない噂話や忠告に耳を貸す必要などない。 

 

といっても気になるものですよね。 

 

じゃあどうするのか？ 

 

その忠告は彼らの過去の体験から導き出された成功法則に則ったものなので、説得は難し

い。 

なぜなら、人は身近な人ほど自分の価値観から外れることを嫌がるからです。 



 

さらに、人は他人に変えられたくないという強いメンタルブロックを持っているからです、

話し合っても意味はありません。 

 

それならば、どうするのかというと、無視して行動です。 

 

人は結果を出せば掌を返します。 

 

そんな確固たる軸も信念もない人の忠告など聞く意味がありません。 

 

自分の評価は自分でしましょう。 

 

私は、自分に厳しくないので、いつも高得点で楽しいです。 

 

二つ目は、自己満足の精神 

 

社会とは昔から少なからず日々変化していた。 

 

その変化が現在はもの凄いスピードで変化している。 

 

そんな周りが変化している状況で、自分だけ変わらなかったら？ 

 

それは現状維持ではなく、退化ですよ。 

 

気づいてますか？ 

 

というところから、社会の変化を超えて自ら変化してる自分って最高って思えませんか？ 

 

そう、自己満足です。 

 

自分が満足できればいいっていうのが、変化を楽しむコツです。 

 

皆も変えなきゃっていうのはお互いにとってストレスですので自分だけでいいのです。 

 

私の姿を見て、そっち楽しそうって思ってくれればいいと思ってます。 

 



 

三つめは、変化はチャンス 

 

まさに変化とは今までの自分を顧みるチャンスです。 

 

過去を顧み新たな気持ちでスタートする。まるで元旦のような清々しさ。 

 

勇気を出して行動したことは無駄にならない。 

 

なぜなら、少し前に書いた、変化＝成功 or成長という考え方が、私のマインドにインスト

ールされているからです。 

 

だからこその変化は、二重の意味でチャンスです。 

 

 

９．変化は個人だけのものではない 

 

昨今、メディアで取り上げられることも多くなった発達障害について少し書いてみたい。 

 

「発達障害って何だろう？」学習を進めても、最初はなかなか思うように理解できません

でした。しかし、次第に「これは私にも当てはまるぞ！ 発達障害って誰にでもある特性

で、それが濃いか薄いか、ほどほどにある、ということなのかな？」と思うようになって

きたのである。  

 

   

 

そうすると、どうでうだろう あの人もこの人もみんな、みんな発達障害のスペクトラム

（連続体、連続した一続きのもの）上にいるんだなと思えてきた。  

 

  

一方で、発達障害の特性をたくさん持っている人達は、努力や根性だけではどうにもなら

ないことがたくさんあることに気づいた。誰にも理解してもらえないまま「ふざけている、

怠けている、やる気がない」と言われ、何の支援もなくずっと叱られて育ってきているこ

とが分かってきた。  

 

   



誰にも理解してもらえない。助けを求めることもできない。自分の気持ちをうまく伝え

ることもできない。それなのに叱られて、どうしていいか分からないまま苦しんでいる子

ども達が何と多いことか。 

私は次第に彼らを何とか救いたいと思うようになった。  

 

彼らを変えることはできない、それならば、社会を変えるために教育を変えようと考えた。 

   

 

私が障碍者になって理解したことは、障害というのは人の中にあるのではなく、人と人と

の間に互いの違いをうまく理解できない「障害＝障壁」があるだけで、人はみんな違った

形で生まれてきていて、違うということは間違いではない、劣っているのではない──。

障害の捉え方についても、出会った子ども達から教えられた。  

 

   

だから、私はインクルーシブ教育を独学で学び、人と人との間にある、互いの違いを理解

できない「障害＝障壁」を取り除いていこう、と決めた。そこで、まずは私達大人が発達

障害について正しく理解し、少数派の（発達が凸凹している）子ども達を適切にサポート

できるようになっていくことを目標にしました。 

 

これは私自身の心の変化を受け入れ楽しみ、行動に移した例の一つとなる。  

それと同時に社会や学校も変化を受け入れ、多様な選択を迫られる時代が来たと感じる。 

  答えがない時代だからこそ、勇気を持って選択するしかないのかもしれない。 

 

 

発達障害について正しく理解し、適切な支援技術を身につけた教師や支援者、保護者が

増え、みんなで少数派の子ども達を支えていける。そんな多様性が認められる学校や地域

社会をつくっていきたいと思っていますし、その土台となるマインドは幼児教育がポイン

トだと考えています。  

 

 

それでは、発達障害について前向きに理解していただくために、ASDや ADHD、LDにつ

いて簡単に説明します。発達障害は何年勉強しても、そう簡単に理解できるものではない

かもしれない。それでも、少しずつ勉強していけば必ず分かるようになると信じている。 

   

 

 



さて、平均的な発達をしている人たちが皆それぞれ違うように、発達障害のある人たちも

皆それぞれ違っている。個々が皆違うように、似たような発達障害の特徴があったとして

も、育った環境や周りにいる人々によって、生き方や考え方だけでなく感じ方や受止め方

なども随分変わってくるということだ。  

親の育て方で子どもが発達障害になるということは決してなく、脳機能障害であることを、

まずはご理解いただけると本人も家族も気持ちが楽になるだろう。  

  

 

また、幼少時に発達障害があることに気づかれず、障害特性を叱られて育ってきた人たち

は過剰適応して生きてきている人やひきこもってしまっている人が多いのが現状だ。その

結果、うつ病や不安障害、境界性人格障害、他害・自傷などの二次障害となっていること

もあるため、中途半端な知識で支援することは非常に難しい。自分一人で（家族だけで、

学校だけで）解決しようと思わず、どうか各県や市に設置されている支援機関（発達障害

支援センター等）に助けを求めていただきたい。  

  

 

では、これから簡単に一つ一つ説明していきますので、理解をすすめていって頂ければと

思います。   

 

ASD（自閉スペクトラム症）とは 

脳機能の特徴から、相手の顔の表情や気持ち、周りの空気をうまく読み取ることに困難さ

がある。また、感覚過敏や鈍麻があるため、刺激が多すぎる人混みの中などに長時間いる

と次の日、寝込むほど疲れてしまう人もいます。一方、感覚鈍麻がある人は、自身の感覚

に刺激を入れて安定させようと身体が欲しているため、強い刺激を求めることがあります。

例えば、ASDの子どもは高い所に上がったり、高い所から飛び降りたり、くるくる回るこ

とが多々あります。彼らは自身の身体や脳が欲している行動をしているため、それを周り

がやめさせようとすることで、不具合を起こすようになります。  

 

高い所に登りたい子どもがいれば、それをやめさせるのではなく、安全確保できる場所で

存分に高い所に登らせてやって頂ければと思います。そうしているうちに、彼らは自分の

欲する刺激を得ながら、彼らなりの発達の道筋で成長していきます。発達の仕方はみんな

違っていて、正しい発達の仕方というものはありませんので、どうか、彼らに平均的な発

達を求めないでください。彼らの興味関心への追及力を活かしてやって頂ければと思いま

す。  

 

   



ADHD（注意欠如・多動症）とは 

脳機能の特徴から、幼少時はよく動きます。一方、あまり動かなく大人しくしていて「ぼ

ーっ」としている子どももいます。よく動く子どもは叱られ続けて育ちますから自己肯定

感が下がり、思春期あたりから二次障害の反抗挑戦性障害になることが多いようです。「ぼ

ーっ」と大人しくしている子どもの場合は ADHDに気づかれにくく、大人になってから困

ることが多くなるようです。  

 

   

 

忘れ物が多い、物をなくしやすい、気が散りやすい、集中力が続かない、片付けられない、

興味あるものに集中しすぎて切り替えが難しい、落ち着きがない、衝動性が抑えられず些

細なことでもすぐに怒る・順番が守れない・ルールが守れない・約束が守れない等の特徴

があります。  

 

  これって少なからず皆ありますよね。 

 

よく学校などで席につけない子どもを無理矢理、座らせようと躍起になっている教師を見

かけますが、彼らは身体を動かして自身の脳を発達させようとしているわけですから、身

体を動かしてもいい授業づくりを工夫して頂けると助かります。例えば、跳びながら音読

をしてもいい、剣玉をしながら授業を聞くなどの工夫があると落ち着く子もいます。カナ

ダではペダル付机に座って、ペダルをこぎながら授業を受けている子どももいます。オー

ストラリアではバランスボールを椅子の代わりにしている子どももいます。それぞれの子

どもの身体が欲しているものを与えてやりながら教育していくことが必要です。  

 

   

 

大人達が「こうでなければならない」と ADHDの子ども達を抑えつけると彼らのキラッと

光る部分が消えてしまいます。どうか、彼らの行動力と発想力に目を向けてやってくださ

い。ADHDをもつ人が成功を収める「８つのワケ」や ADHDを障害や病気と診断せず、才

能へと導く方法を米の心理学者が発表を読んで、良いところに目を向けていきましょう。  

 

 発達障害に限らず、大人の価値観の押しつけや、無理強いは子供の為の良い保育とはいえ

ないのではないだろうか。 

 

子供を学校や保育園に合わせるのではなく、学校や保育園を子供に合わせる方法を考える

べきだろう。 



LD（学習症）とは 

単純な計算なのにどうしてもできないけれど、複雑な問題は解けるとか、読み書きがどう

やってもうまくいかない子ども達がいます。  

 

   

 

一般の人達から見るととても簡単な計算であっても、脳機能の働き方からどうしても計算

できないのです。計算できたとしても、とても時間がかかります。６＋５＝１１と誰でも

答えられるとは思わないでください。彼らには恐ろしく難しい問題なのです。（計算障害）  

 

   

 

また、本を読もうとすると、文字が泳いで見えたり、文字がひっくり返って見える、文字

が歪んで見える子どももいます。そのため、どうやっても本を読むことができず、周りか

ら怠けているふざけていると思われている子ども達がいます。  

 

   

 

文字を書こうとすると、思い出せない、書いたとしても読める字が書けない等の症状もあ

ります。こちらもふざけていたり怠けているわけではなく、脳機能の不具合からうまく書

くことができないのです。（ディスレクシア）  

 

   

 

こういった子ども達には計算機を持たせる、板書をする代わりに ipad などで黒板を写真撮

影する、ビームなどの音声機器を使うことで彼らの学びたい気持ちをサポートすることが

できます。  

 

   

 

大人になった LDの人達が小学生の頃「繰り返し音読の練習をさせられたり、何百回も書か

されたことは虐待に等しかった」と言っています。こういった繰り返し練習させられるこ

とによって、彼らは自己肯定感を下げていき、心身症などにかかり不登校になることが多

いようです。  

 

   



 

どうか、LDのある子ども達には支援機器などを使わせてやってください。近視の子ども達

がメガネをかけるように、LDの子ども達が教室で支援機器を使える当たり前の世の中にし

ていきましょう。  

 

   

 

全国 LD親の会や、ディスレクシアの普及活動をしているエッジの HPを見て、正しく理解

しましょう。ブログ「成人ディスレクシア toraの独り言」はディスレクシアの子どもの心

がよく分かります。  

 

   

 

二次障害（生まれた時にはなかった障害） 

幼少時に発達障害があることに周りも本人も気づかないまま育つと、二次障害となること

が多いようです。特に障害特性を叱られ続けて育った子どもは、小学校に上がる前ぐらい

から小児性うつ病になっている子どももいます。思春期あたりからは反抗挑戦性障害など

になっており、親や教師に反抗するようになります。ひどくなると暴れたり、暴言を吐い

たり、物を壊したり、他害・自傷なども出てきます。  

 

   

 

ずっと叱られて育ってきていますから、人から褒められても信じることができず「何か裏

があるんじゃないか？」と疑うようになることもあります。また、何を言われても素直に

受け取ることができなくなってしまっているので、物事や人に対して否定的な受け取り方

をするようになり喧嘩やトラブルが多くなります。  

 

   

 

※発達障害があると気づいていなくても、その子の特性を周りの大人達がよく理解してあ

たたかく育てられた場合は、二次障害になることはあまりないようです。つまり、家庭と

学校で、障害特性をよく理解して、適切なサポートをしながら、彼らを育てることはとて

も大切だということです。 

 

 

 



１０．おわりに 

 

 

  なぜ、こんなに変化について書くことになったのか、自分の人生の主人公はもちろん

自分であり、他人ではない。 

  物語にとって変化とは醍醐味です。みんなが人生の醍醐味を楽しんで魅力的な大人ば

かりになったら、変化を楽しめる子供が育ち、活き活きした日本になるんじゃないかって

ことで書きました。 

もちろん変化には多くの場合困難が伴います。 

 

 

 私のように難ばかりの人生もありますが、難のない「無難な人生」と難が有る「有り難

い人生」どちらの主人公になりたいですか？ 

 

 

 私は難が有る「有り難い人生」を送りたいですし、その難を楽しめたら最高ですよね。 

 

ここまでで、私が日常どんなことを考えているか少しご理解いただけたかと思います。 

 

 

それではこの場を借りて、なぜ私が「養父市の保育と教育から日本を変えよう」という活

動をしているのかを話したいと思います。 

 

地方活性と聞くと、皆さん経済を頭に思い浮かべると思います。 

 

それはある意味正しいと思いますし、有識者も同じ考えだと思います。 

 

しかし、私は自身の経験で今の常識や概念などいつ終わるか分かったものじゃない。 

 

という「諸行無常」というものを身を持って理解しました。 

 

経済活性化できるをモデルを作り変えても、環境変化やその他要因で、また今のように立

ち行かなくなる可能性を多分に秘めていると思っています。 

 

それならば地方の活性化、日本の再興の軸にするべきは、種の本能ともいえる子育てや、

子孫繁栄であり、価値観の転換の外にあるものを使い揺ぎ無い社会の構築を目指していま



す。 

この考えは非常にシンプルです。 

 

「子供が幸せならば、その地域は幸せである。」 

 

この理念が原動力であり、ここを目指すために、常に変化し続け、チャレンジしていこう

と思ってます。 

 

まさに、子供を中心とした社会づくりの実現が、私の目標であり、人生の目的です。 

 

 

 

 

お忙しい中、最後までお読みいただき誠にありがとうございました。 


